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「
古
代
語
の
し
る
べ
」
第
六
回

シ
リ
ウ
タ
グ
［
踞
］

蜂

矢

真

郷

シ
リ
ウ
タ
グ
［
踞
］
に
つ
い
て
、
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
（
以
下
、
『
上
代
編
』
と
示
す
）
に

は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

し
り
う
た
く
［
踞
坐
］（
動
下
二
）
腰
を
か
け
る
。
踵
に
尻
を
の
せ
て
す
わ
る
。「
踞
二

坐

胡
座
一

」

か
か
と

し
り
う
た
け
ヲ
リ

(

敏
達
紀
一
四
年)

｢

於
二

此
処
一

踞
二

坐

胡
座
一｣

(

用
明
紀
元
年)

｢

各
各
別
踞
二

坐

小
牀
一｣

｢

安

し
り
う
た
け
テ

し
り
う
た
け
ヰ
ル

遠
則
虎

踞
二

於

江
漢
之
海
一

」
（
天
理
本
南
海
寄
帰
内
法
伝
）
「
跂･

蹲･

踞
シ
リ
ウ
タ
ク

」
（
名

ノ
ゴ
ト
ク
ニ

し
り
う
た
け
ヰ
ル

ニ

義
抄
）
→
う
ず
く
ま
る

右
の
各
例
を
、
今
少
し
詳
細
に
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

、

、

、

(

二)

。

物
部

弓
削

守
屋

大
連

自

詣(

二)

於
寺
一
て

踞

坐
胡
座(

一)

（
「
詣
」
の
左
に
「
マ(

ウ
テ)

」
）

の

の

の

(

ラ)

イ(

タ
リ)

に

シ
リ
ウ
タ(

ケ)

ヲ
リ
ア

ク

ラ
に

＿

〔
物
部
弓
削
守
屋
大
連
、
自
ら
、
寺
ニ
詣
り

(

詣
で)

テ
胡
座
ニ
踞
げ
坐
リ
。〕

も
の
の
べ
ノ
ゆ
げ
ノ
も
り
や
ノ
お
ほ
む
ら
じ

み
づ
か

て
ら

イ
た

マ
う

ア

グ

ラ

シ
リ
ウ
タ

ヲ

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
・
敏
達
天
皇
十
四
年
三
月
・
前
田
本
院
政
期
点
）

(

二)

仍

於(

二)

此
處
一
て

踞
＿
坐
胡
座
一
て

て

に

シ
リ
ウ
タ
ケ
ア

ク

ラ
に

〔
仍
り
テ
此
の
処
ニ
し
テ
胡
座
ニ
踞
坐
ゲ
テ
〕

よ

こ

と
こ
ろ

ア

グ

ラ

シ
リ
ウ
タ

（
『
同
』
巻
第
二
十
一
・
用
明
天
皇
元
年
五
月
・
図
書
寮
本
永
治
二[1142

]

年
頃
点
）

各
各
別
に
小(

さ)

き
牀
に
踞

＿

坐
ル
。

シ
リ
ウ
タ
ケ
ヰ

（
天
理
図
書
館
蔵

『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
巻
第
一
・
平
安
後
期
点
・
大
坪
併
治
氏
釈
文
）

〔

〕

〔

〕

安
―

遠
は
則(

ち)

虎
の
こ
と
く
ニ
江
―

漢(

の)

之

南
に

於

踞

ケ
、

(

訓)

シ
リ
ウ
タ

（
京
都
国
立
博
物
館
蔵

『
同
』
巻
第
四
・
同
・
同
）

跂
シ
リ
ウ
タ
ク

（
『
類
聚
名
義
抄
』
観
智
院
本
法
上
七
五[

オ]

、
声
点
な
し
）

し
ょ
う
て
ん

39

蹲
シ
リ
ウ
タ
ク

（
『
同
』
同
法
上
七
六[

ウ]

、
同
）

39

踞
シ
リ
ウ
タ
ク

（
平
平
平
平
平

）

ケ
ヲ
リ

○

○

○

（
『
同
』
同
法
上
七
六[

ウ]

、｢

平
」
は
平
声
（
低
い
ア
ク
セ
ン
ト)

、「
〇
」
は
声
点
な
し
）

ひ
ょ
う
し
ょ
う

39

他
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

却(

り)

て
小(

さ)

き
牀
に
踞

ケ
た
り
。

カ
ヘ

シ
リ
ウ
タ
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（
天
理
図
書
館
蔵

『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
巻
第
一
・
平
安
後
期
点
・
大
坪
併
治
氏
釈
文
）

向
二

於
内
裏
佛
殿
之
内
南
一

踞
―

坐
胡
―

座
一
て

イ
テ
マ
シ

に
シ
リ
ウ
タ
ケ
ア

ク

ラ(

に)

〟

二

〔
内
裏
の
仏
の
殿
の
南
ニ
向
シ
て
胡
座
に
踞
坐
ゲ
テ
〕

イ
デ
マ

ア

グ

ラ

シ
リ
ウ
タ

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
七
・
天
智
天
皇
十
年
十
月
・
北
野
本
鎌
倉
初
期
点
）

ま
ず
、
シ
リ
ウ
タ
ク
か
シ
リ
ウ
タ
グ
か
、
つ
ま
り
ク
の
清
濁
が
ど
う
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、

蹲
踞
（
略
）
上
ウ
ズ
ク
マ
ル
（
平
平
平
上
平
）
下
シ
リ
ウ
タ
グ

（
平
平
平
上
平
）（
略
）

記

（
『
類
聚
名
義
抄
』
図
書
寮
本
一
〇
六
、｢

上
」
は
上
声

(

高
い
ア
ク
セ
ン
ト
）、

じ
ょ
う
し
ょ
う

「
平
」
の
右
傍
線
は
声
点
が
双
点
で
濁
音
を
表
す
こ
と
を
示
す
）

の
よ
う
に
、
院
政
期
に
下
る
け
れ
ど
も
グ
と
濁
る
こ
と
が
明
確
な
例
が
あ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
シ
リ
ウ

タ
グ
と
す
る
の
が
よ
い
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
訓
の
出
典
を
示
す
「
記
」
は
、
築
島
裕
氏
「
国
語
史
料
と
し

て
の
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」（
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄

解
説
索
引
編
』［1976.11

勉
誠
社
］）
に
「
本

書
に
「
記
」
と
あ
る
の
は
未
詳
で
あ
る
が
日
本
書
紀
か
史
記
で
は
な
い
か
。
「
古
事
記
」
で
は
な
い
ら
し

く
、｢

古
」
又
は
「
古
語
」
と
あ
る
の
は
古
語
拾
遺
の
や
う
で
あ
る
。」
と
さ
れ
、
こ
の
訓
の
出
典
は
『
日

本
書
紀
』
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
挙
げ
た
『
類
聚
名
義
抄
』
観
智
院
本
の
三
例
目
（
「
踞
」
字
）
は
清
音
ク
か
と
も
見
ら
れ
る
（
こ
の

例
に
よ
っ
て
清
音
ク
と
見
る
も
の
も
あ
る
）
の
で
、
『
上
代
編
』
は
、
ク
と
グ
と
の
清
濁
に
揺
れ
が
あ
る

か
、
な
い
し
、
ク
か
ら
グ
に
濁
音
化
し
た
か
と
見
て
、
見
出
し
の
「
く
」
お
よ
び
各
例
の
「
け｣

「
ク
」
に

濁
点
を
付
さ
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
清
音
ク
か
と
も
見
ら
れ
る
『
類
聚
名
義
抄
』
観
智

院
本
の
例
の
声
点
は
、
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
見
る
の
が
些
か
難
し
い
も
の
で
あ
り
、『
同
』
図
書
寮
本
の

例
の
声
点
を
優
先
さ
せ
て
よ
い
と
こ
ろ
と
見
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
の
シ
リ
ウ
タ
グ
［
踞
］
の
ウ
タ
グ
は
、
「
一
本
云

明
王

乗
踞
胡
座
〔
一
本
に
云
は
く
、
明
王
、
胡
座

い

あ
ぐ
ら

に
乗
踞
げ
て
〕
」

日
本
書
紀
』
巻
十
九
・
欽
明
天
皇
十
五
年
十
二
月
）
の
例
に
対
す
る
日
本
古
典
文
学
大
系

し
り
う
た

『
日
本
書
紀

下
』[

岩
波
書
店
］
の
頭
注
に
「
ア
は
足
。
ク
ラ
は
桉
。
今
い
う
床
几
。
シ
リ
ウ
タ
ゲ

68は
、
足
を
宙
に
浮
か
し
て
腰
か
け
て
い
る
こ
と
。
シ
リ
（
尻
）
ウ
チ
ア
ゲ
（
打
上
）
の
約
。u

t
i
ag
e

→u
t
a

g
e
.

」
と
あ
る
よ
う
に
、
ウ
チ
ア
グ
［
打
上
］
が
約
ま
っ
た
（
母
音
の
連
続
を
避
け
て
先
行
母
音
が
脱
落
し

つ
づ

た
）
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
と
ら
え
れ
ば
、
濁
音
グ
の
シ
リ
ウ
タ
グ
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
ア

グ
［
上
］
が
下
二
段
活
用
で
あ
る
の
で
、
シ
リ
ウ
タ
グ
［
踞
］
が
下
二
段
活
用
で
あ
る
こ
と
は
当
然
と
見

ら
れ
る
。

そ
し
て
、
先
に
挙
げ
た
『
類
聚
名
義
抄
』
図
書
寮
本
の
例
に
お
い
て
ウ
タ
グ
の
部
分
の
声
点
が
「
平
上

平
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
動
詞
ウ
ツ
［
打]

お
よ
び
ア
グ
［
上
］
の
『
類
聚
名
義
抄
』
の
声
点
は
、

斫
ウ
ツ
（
平
上
）

（
図
書
寮
本
一
五
六
）
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登
ア
グ
（
上
平
）

（
同
一
二
九
）

の
よ
う
で
あ
り
、
動
詞
の
終
止
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
連
用
形
の
そ
れ
と
は
同
じ
で
あ
る
の
で
、
ウ
チ
（
平

上
）
＋
ア
グ
（
上
平
）
が
約
ま
っ
て
ウ
タ
グ
（
平
上
平
）
に
な
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
な
お
、
シ
リ
［
尻]

の
声
点
は
、「
尻
シ
リ
（
平
平
）
」（
『
類
聚
名
義
抄
』
観
智
院
本
法
下
八
九[

オ]

）
で
あ
る
。

46

三
音
節
の
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
金
田
一
春
彦
氏
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究

原
理
と
方
法
』

[1974.3

塙
書
房]

〔
本
論
第
一
章
第
二
節
、〔
付
表
８
〕〔
付
表
９
〕
な
ど
〕
を
参
照
し
つ
つ
見
る
と
、
高

起
式
「
上
上
平
」
の
語
（
金
田
一
氏
の
、「
三
拍
動
詞｣

「
三
・
四
拍
動
詞
」
の
「
第
１
類｣

）
と
、
低
起
式

｢

平
平
上
」
な
い
し
「
平
平
東｣
（｢
東
」
は
平
声
軽
〔
下
が
る
ア
ク
セ
ン
ト
〕
）
の
語
（
同
じ
く
「
第
２

類｣

）
と
が
主
で
あ
る
が
、｢

平
上
平
」
の
語
（｢

三
拍
動
詞
」
の
「
歩
く
」
類
、｢

三
・
四
拍
動
詞
」
の｢

抱

え
る
」
類
）
も
あ
る
程
度
あ
る
。
そ
の
「
平
上
平
」
の
語
の
う
ち
～
グ
の
も
の
に
、
カ
カ
グ
［
掲
］〔
下
二

『

段
〕・
サ
サ
グ
［
捧]

〔
下
二
段
〕
が
あ
り
、｢

巻
き
あ
げ
る
。
か
き
上
げ
る
。
カ
キ
‖

ア
グ
の
約
。」(

上
代

編
』、
カ
カ
グ
［
搔
上
］
の
項)

、｢

サ
シ
‖

ア
グ
の
約
。
」（
『
同
』、
サ
サ
グ
［
指
挙
・
擎
］
の
項
）
の
よ
う

に
、
カ
キ
［
搔
］
＋
ア
グ
［
上
］、
サ
シ
［
指
］
＋
ア
グ
［
上
］
が
約
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
モ
タ
グ

[

擡
］
〔
下
二
段
〕
も
、
『
上
代
編
』
に
項
は
な
い
が
、｢

｢

も

(
持)

ち
あ

(

上)

ぐ
」
の
約
」
（
『
古
語
大

辞
典
』[

小
学
館]

）
と
さ
れ
、
モ
チ
［
持
］
＋
ア
グ
［
上
］
が
約
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。『
類
聚
名
義

抄
』
で
は
、

搔
カ
ク
（
平
上
）

（
観
智
院
本
仏
下
本
八
一[

オ]

）

42

袪
カ
ヽ
グ

（
平
上
平
）

（
図
書
寮
本
三
三
二
、「
巽
」
は
出
典
が
『
文
選
』
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）

巽

指
サ
ス
（
平
上
）

（
観
智
院
本
仏
下
本
三
九[
オ]

）

21

奉
サ
ヽ
グ
（
平
上
平
）

（
同
仏
下
末
二
四[

ウ]
）

13

持
モ
ツ
（
平
上
）

（
同
仏
下
本
七
一[

オ]

）

37

擡
モ
タ
グ
（
平
上
平
）

（
同
仏
下
本
七
三[

オ]

）

38

の
よ
う
で
あ
る
の
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
見
て
も
、
カ
キ
（
平
上
）
＋
ア
グ
（
上
平
）、
サ
シ
（
平
上
）
＋

ア
グ
（
上
平)

、
モ
チ
（
平
上
）
＋
ア
グ
（
上
平
）
が
約
ま
っ
て
、
カ
カ
グ
（
平
上
平)

・
サ
サ
グ
（
平
上

平)

・
モ
タ
グ
（
平
上
平
）
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
メ
サ
グ
［
召
上]

〔
下
二
段
〕
の
ア
ク
セ

ン
ト
は
確
認
で
き
な
い
が
、「
召
シ
‖

上
グ
の
約
。
」（
『
上
代
編
』）
と
さ
れ
、
メ
ス
［
召
］｢

召
メ
ス
（
平
上)｣

メ

ア

『

(

類
聚
名
義
抄
』
高
山
寺
本

オ
）
で
あ
る
の
で
、
同
様
に
「
平
上
平
」
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。

74

さ
て
、
右
の
他
に
、
ウ
タ
ゲ
［
宴
］
が
あ
る
。『
上
代
編
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

う
た
げ

[

宴]
(

名)

酒
宴
。
宴
会
。｢

命
二

舎
人
等
一

為
レ

宴
二

於
所
々
一｣

(

天
智
紀
七
年)

｢

大
目
秦

う
た
げ

忌
寸
八
千
島
之
館

宴

歌
一
首
」（
万
三
九
五
六
題
詞
）「
讌
ウ
タ
ケ
ウ
ツ

」（
名
義
抄
）【
考
】「
旨
酒

う
た
げ
ス
ル

、

餌
香
市
不
二

以
レ

直
買
一

手
掌

摎
亮
拍
上
賜｣

(

顕
宗
前
紀)

｢

讌
エ
ン
、
ウ
チ
ア
ケ
ア
ソ
フ｣

（
色
葉
黒
川

ア
タ
ヒ

タ
ナ
ソ
コ
モ
ヤ
ラ
ラ
ニ
ウ
チ
ア
ゲ

テ

ウ

チ

本)

や
、
竹
取
物
語
の

｢

こ
の
ほ
ど
三
日
う
ち
あ
げ
遊
ぶ
」、
宇
津
保
物
語
の

｢

七
日
七
夜
と
よ
の
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あ
か
り
し
て
う
ち
あ
げ
遊
ぶ
」
な
ど
の
ウ
チ
ア
ゲ
が
ウ
タ
ゲ
と
約
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
ウ
チ
ア

ゲ
は
酒
宴
の
際
に
手
を
た
た
く
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
右
の
顕
宗
前
紀
の
例
は
確
か
に
そ
う

で
あ
ろ
う
。

現
代
で
も
、
何
か
を
終
え
た
後
に
そ
れ
に
関
わ
っ
た
人
達
が
集
ま
っ
て
ウ
チ
ア
ゲ
と
呼
ば
れ
る
宴
会
が

開
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
上
代
・
中
古
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
あ
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
ウ
タ
ゲ

[

宴
］
は
、

ウ
チ
ア
グ
の
連
用
形
が
名
詞
化
し
た
ウ
チ
ア
ゲ
が
約
ま
っ
た
も
の
か
、

ウ
チ
ア
グ
の
約
ま

(1)

(2)

っ
た
ウ
タ
グ
の
連
用
形
が
名
詞
化
し
た
も
の
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
リ
ウ
タ
グ
の
形
で
は
あ
る

が
、
動
詞
ウ
タ
グ
の
例
が
確
認
で
き
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

と
見
る
方
が
よ
い
か
。

(2)

そ
し
て
、『
上
代
編
』
の
【
考
】
欄
が
挙
げ
る
『
日
本
書
紀
』
巻
十
五
・
顕
宗
天
皇
即
位
前
の
例
に
つ
い

て
、
図
書
寮
本
永
治
二[1142

]

年
頃
点
の
「
拍
上
」
の
右
訓
に
「
ウ
チ
ア
ケ
」
と
、
左
訓
に
「
テ
ウ
チ
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
ウ
チ
ア
ゲ
［
打
上
］
と
テ
ウ
チ
［
手
打
］
と
は
ほ
ぼ
同
意
と
見
ら
れ
る
の

で
、
ウ
チ
ア
グ
［
打
上
］
は
、
ウ
ツ
［
打
］
の
意
を
持
つ
の
が
本
来
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
徐
々
に

ウ
ツ
［
打
］
の
意
を
失
っ
て
接
頭
語
化
し
て
行
き
、
シ
リ
ウ
タ
グ
［
踞
］
の
例
で
は
ウ
ツ
［
打
］
の
意
を

ほ
と
ん
ど
失
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
チ
の
接
頭
語
化
に
つ
い
て
は
、
阪
倉
篤
義
氏
「
接
頭

語
「
う
ち
」
の
消
長｣

（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
４
［1983.5

和
泉
書
院]

）
が
参
照
さ
れ
る
。

な
お
、
ウ
タ
ゲ
［
宴
］
を
ウ
チ
ア
ゲ
［
打
上
］
の
約
と
す
る
説
は
、
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
他
に
あ

『

、

『

る
。

古
事
記
伝
』
二
十
七

は
、｢

宇
多
宜
は
、
拍
上
の
切
ま
り
た
る
名
な
り

」
と
し
て
、

日
本
書
紀
』
顕

ウ

タ

ゲ

ウ
チ
ア
ゲ

ツ
ヅ

宗
天
皇
即
位
前
の
例
を
挙
げ
、｢

酒
を
飮
樂
み
て
、
手
を
拍
上
る
よ
り
云
る
名
な
り
、
【
今
世
に
も
、
酒
宴

ノ
ミ
タ
ノ
シ

ウ
チ
ア
グ

ノ

サ
ケ
ノ
ミ

、
】

『

』

し
て
、
手
を
拍
こ
と
あ
り

」
と
さ
れ
、

竹
取
物
語

『
宇
津
保
物
語
』
な
ど
の
ウ
チ
ア
グ
の
例
も
挙
げ

ウ
ツ

ら
れ
る
（
『
本
居
宣
長
全
集
』

［
筑
摩
書
房
］
に
よ
る
）。
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ま
た
、
築
島
氏
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』[1963.3

東
京
大
学
出
版
会
］
に
よ

る
と
、
シ
リ
ウ
タ
グ
［
踞
］
は
漢
文
訓
読
特
有
語
と
見
ら
れ
る
。
ウ
チ
ア
グ
［
打
上
］
は
、
平
安
時
代
の

和
文
の
例
が
あ
る
の
で
、
漢
文
訓
読
特
有
語
で
は
な
い
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
シ
リ
ウ
タ
グ
［
踞
］
は
シ
リ
［
尻
］
＋
〔
ウ
チ
［
打
］
＋
ア
グ
［
上
］〕
の

構
成
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
古
訓
の
シ
リ
ウ
タ
グ
の
例
は
「
踞
坐
」
と
あ
る
も
の

が
複
数
あ
る
が
「
踞
坐
」
を
シ
リ
ウ
タ
ゲ
ヲ
リ
と
訓
む
例
も
あ
り
、『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
に
「
踞
坐
」
を

よ

シ
リ
ウ
タ
ゲ
ヰ
ル
と
訓
む
例
も
「
踞
」
字
を
シ
リ
ウ
タ
ゲ
と
訓
む
例
も
あ
っ
て
、『
類
聚
名
義
抄
』
図
書
寮

本
の
例
を
も
参
照
し
て
、
シ
リ
ウ
タ
グ
は
「
踞
坐
」
字
の
訓
と
す
る
よ
り
「
踞
」
字
の
訓
と
す
る
方
が
よ

い
と
見
ら
れ
る
。


